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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人日本クレーン協会（JCA）及

び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて日本産業規格を制定すべきとの申出が

あり，日本産業標準調査会の審議を経て，厚生労働大臣及び経済産業大臣が制定した日本産業規格であ

る。これによって，JIS B 8828-1:2013，JIS B 8828-4:2007 及び JIS B 8828-5:2013 は廃止され，この規格に

置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。厚生労働大臣，経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の

特許出願及び実用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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日本産業規格          JIS 
 B 8828：2025 
 

クレーン－逸走防止等の装置 
Cranes-Restraint devices against unintended movement caused by wind 

 
序文 

この規格は，2021 年に第 1 版として発行された ISO 12210 を基とし，対応国際規格には規定されていな

い用語及びその定義を追加するとともに，技術的内容を変更して作成した日本産業規格である。 

なお，附属書 JA は，対応国際規格にはない事項である。また，この規格で側線又は点線の下線を施し

てある箇所は，対応国際規格を変更している事項である。技術的差異の一覧表にその説明を付けて，附属

書 JB に示す。 

この規格の対応国際規格では，設計に関する要求事項の規定だけとしているが，この規格では，性能の

規定及び近年導入されている装置の要求事項についても規定し，また，その性能及び仕様を維持するため

の保守及び点検についても規定している。 

1 適用範囲 

この規格は，作業中及び休止時のクレーン並びに作業中及び休止時のクレーンの部品を，風に対して，

固定及び保持する逸走防止等の装置に関する要求事項，性能，保守及び点検について規定する。 

注記 1 この規格で用いる逸走防止等の装置とは，JIS B 0146-1 で定義されるタワークレーン，ジブク

レーン，天井走行クレーン及び橋形クレーンに備え付けられるアンカー，転倒防止装置，レー

ルクランプ，レールブレーキ，従動輪ブレーキ，駆動輪ブレーキ，旋回ブレーキ，旋回固定装

置及びジブのあおり防止ワイヤロープ等の装置をいう。 

注記 2 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

ISO 12210:2021，Cranes－Anchoring devices for in-service and out-of-service conditions（MOD） 

なお，対応の程度を表す記号“MOD”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“修正している”

ことを示す。 

2 引用規格 

次に掲げる引用規格は，この規格に引用されることによって，その一部又は全部がこの規格の要求事項

を構成している。これらの引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS B 0146-1 クレーン－用語－第 1 部：一般 

注記 対応国際規格における引用規格：ISO 4306-1，Cranes－Vocabulary－Part 1: General 

JIS B 0146-3 クレーン用語－第 3 部：タワークレーン 

JIS B 0146-5 クレーン用語－第 5 部：天井走行クレーン及び橋形クレーン 

JIS B 8830 クレーン－風荷重の評価 

注記 1 対応国際規格における引用規格：ISO 4302，Cranes－Wind load assessment 


